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1�．はじめに
 欧州では、単行書のオープンアクセス（OA）を推進す
るさまざまな取り組みが行われている。2010 年にOpen 
Access Publishing in European Networks（OAPEN）
が人文・社会科学分野の単行書のOAについて実施し
た現況調査（E1038参照）によれば（1）、当時すでに世界
中で多くの萌芽的な取り組みがなされていた。現在も
単行書のOAを目指して多様なビジネスモデルが試さ
れており、その持続可能性や学術書としての質の担保
といったさまざまな側面についての議論が深められて
いる。
 これらの取り組みを後押しするように、いくつかの
主要な研究助成機関が、助成を受けた研究プロジェク
トの成果はOAとしなければならないという義務化
ポリシーの対象を、学術論文だけでなく単行書にまで
拡げている。欧州研究評議会（European Research 
Council：ERC）（2）やオーストリア科学財団（Austrian 
Science Fund：FWF）（3）（4）といった公的助成機関や、
民間助成財団のウェルカム財団（5）は、助成を受けて出
版された単行書やその一部である章単位をOAとする
ことを義務化しており、そのための追加の助成金を研
究者に与えている（6）。
 一方日本では、単行書のOAについての議論さえほ
とんどなされていない。本稿は、単行書のOAをめぐ
る背景と課題のほか、特に欧州で試みられている単行
書のOA化の取り組みをいくつかの類型に沿って紹介
し、学術情報の流通を推進すべき大学・研究機関の図
書館ができることを示唆する。

2.　単行書のOAをめぐる背景と課題
 単行書は、特に人文・社会科学分野の研究成果を発
表する媒体として重要であるが、OA化を進める上で
は、その出版コストをどのように負担するかが最も大
きな課題の一つとなる。この点では、自然科学分野に
おいて重要な媒体である学術論文のOA化における課
題と同じといえるかもしれない。まずは単行書のOA
をめぐる背景として人文・社会科学系分野における単
行書の位置づけについて、次にOA化の課題について
述べる。

2.1.　人文・社会科学分野の研究における単行書
 単行書は特に人文・社会科学分野の研究にとって大
きな意味をもっている。研究者が一つのテーマで長年
に渡って取り組んだ研究の成果を伝え、さらなる議論
を促すことで学問の発展を支える最もふさわしい手段
が1冊の本を著すことであるとされる。研究者のキャ
リアにとっても、単行書の価値は論文1本よりも高く、
研究職への採用や、昇進に大きく影響する。また、若手
研究者がキャリアの大きな節目に学位論文を単行書と
して出版する文化もある（7）。OAPEN-UKが2012年に
発表した報告書によれば、著者が出版社に望むものと
して流通や営業、マーケティングの優先度が高く、著
書を読んでほしいという強い欲求があることが窺える

（E1372参照）（8）。
 しかしながら、従来の出版と流通のシステムの中
で、単行書は読まれているのだろうか。後述するOpen 
Book Publishers社のガッティ（Rupert Gatti）は、単
行書の出版部数は200部から400部で、その多くが図
書館に購入されることを考えると「誰も読んでいない」
に等しいと評した（9）。 学術論文と同様に、単行書もそ
の価格は高騰している。個人で買おうにも高く、紙媒
体であれ電子媒体であれ図書館も必要なすべての図書
を買えるわけではない（10）。
 ここで、人文・社会科学分野の成果をもっと流通さ
せ、研究の意義を伝える効果的な方策として、単行書
のOAが求められる。ガッティは、2015年の日本の文
系学部廃止騒動を引き合いに出しながら、人文・社会
科学分野の存在意義を正当化するためにも主要な成果
である単行書のOA化を進めることの重要性を主張し
ている（11）。Jiscの助成を受けたOAPEN-UKプロジェ
クトは、成果として芸術および人文・社会科学分野の
研究者のためのOA図書出版のためのガイドを2015年
に公開した（12）。しかしながら、従来型の出版モデルが
確立している中でまったく新しいOAモデルを実現す
るには、多くの課題が残されている。

2.2.　単行書のOA化の課題
 単行書のOA化を推進する上での最も大きな課題
は、学術書としての質を担保しながら、最初に述べた
出版にかかるコストをどう賄うかということであろ
う。従来型の紙媒体出版のコスト構造（13）を前提にコス
トを賄うモデルを追求するのではなく、デジタル出版
を前提として印刷や流通コストを下げた上で新たな
ビジネスモデルを模索しようという動きがある（14）。一
方、単行書は、学術書としての質が保証されているこ
とが最も重要な価値であると捉えられている。したが
って、出版コストのうち人手をかけざるを得ない編集＊京都大学学術研究支援室
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や査読のプロセスにかかるコストは削ることができな
い。論文のように、著者自身が著書をリポジトリなど
へセルフアーカイブすることも可能であるが、質の保
証という点で現時点では著者にも読者にも好まれな
い。質を保証するプロセスのコストをカバーしながら、
新しいビジネスモデルを生み出すことが単行書のOA
化を進めていく際の軸となる。

3.　さまざまなビジネスモデル
 学術書としての質を保証しながら出版コストを抑
え、いかに学術的・社会的なインパクトを最大化する
か。様々なビジネスモデルで単行書のOAに取り組む
組織が登場している。それらをいくつかの類型に沿っ
て紹介する。

3.1.　商業出版社によるGold�OA
 おそらく最も初期に開始された単行書OAの取り
組みは、伝統的な出版社による著者支払い型プログラ
ムであろう。Springer 社の SpringerOpen Books（15）は
2008年に始まっている。著者は、通常の紙媒体の出版
で支払う料金以外に、ページ数にもとづいて計算され
た OA 料金、つまり Book Processing Charges（BPC）
を支払う（16）。読者は、紙媒体がほしければMyCopyと
いうオンデマンド印刷サービスから、25ドル程度で購
入できる（17）。Routledge 社、Brill 社といった人文・社
会科学分野の図書を多く出版する出版社も同様の著者
支払いモデルによるOAプログラムを提供している。
 ただし、これら伝統的な商業出版社によるGold OA
モデルは、それほど普及するモデルではないとされる。
人文・社会科学分野では、出版助成金を得られる機会
が多くなく、助成金の金額も限られている（18）。また、
Gold OAを可能にするかどうかは出版社次第であり、
売れ続ける単行書はOAの対象とされない可能性もあ
る（19）。OA の単行書の目録である Directory of Open 
Access Books（DOAB）（20）によれば、2017年7月現在、
Palgrave Macmillan 社 は 49 冊、Routledge 社 は 26 冊、
Brill社は210冊の単行書をOAとしているが、Brill社
を除いてその点数は多くない。OA化に必要なBPCは、
Brill 社の 9,780 ドル（350 ページまで）から Palgrave 
Macmillan社の1万7,000ドルまでと高価である。出版
社や資金面の限られた条件下でしか実現し得ないモデ
ルであるため、すべての研究成果をOA化しようとす
る流れを大きく推し進めるものではない。

3.2.　大学出版局
 大手のオックスフォード大学出版局やケンブリッジ
大学出版局とは一線を画し、OAを謳った新しいタイ
プの大学出版局が現れ始めている（21）。

 University College London （UCL） では2015年、図
書館のもとにUCL出版局（22）を設立した。これまでに
43冊の単行書をすべてOAとして出版している。UCL 
出版局で出版された単行書は、PDFでなら無料である
が、その他の形式での入手は有料である。ハードカバー
は 30 ポンドから 50 ポンド程度、EPUB 形式は 6 ポン
ド程度となっている。スウェーデンのストックホルム
大学出版局（23）も、後述のUbiquity Press社がホストす
るプラットフォームを用いてOA出版局を設置してい
る。100年以上の歴史を持つ伝統的な大学出版局の中
にも、英国のマンチェスター大学出版局（24）やリバプー
ル大学出版局（25）など OA出版に積極的な出版局があり、
Gold OA 型の OAの単行書を提供している。

3.3.　研究者主導のOA出版
 人文・社会科学分野の研究者が中心となって、それ
ぞれ固有の目的を持ちながら、「フリーミアムモデル」
によるOA出版を実現している小規模な出版社がいく
つか出てきている。フリーミアムモデルとは、品物や
サービスを最低限の機能は無償で提供するが、付加価
値のある品物やサービスは有償で提供するというモデ
ルである。単行書をHTML形式やPDFでOAとして
いるが、EPUB形式や、あるいはオンデマンド印刷の
紙媒体は有償で提供するというモデルである。前節で
紹介したUCL出版局もこのモデルにあたるだろう。こ
こでは、研究者が中心となって立ち上げた出版社を紹
介する。

（1）�Open�Book�Publishers社
 Open Book Publishers社（26）は、このモデルを採用し
ている出版社の代表格である。2008年にケンブリッジ
大学の研究者を中心に設立され、現在は英国の法人の
一種、CIC（Community Interest Company。コミュ
ニティ利益会社）となっている。音楽学や言語学の図書
では音声や動画を組み合わせるなど、デジタル出版の
可能性を一層拡げるような形態での出版にも力を入れ
ている。HTML形式かPDFであれば無料、ハードカバ
ーは1冊約30ポンド、EPUB形式やKindle形式であれ
ば4ポンドから6ポンドほどで入手できる。今まで99冊
が発行され、1冊あたり毎月400人の読者があるという。
 注目すべきは、アフリカの口頭伝承に関する図書に
対してアフリカの国々から多くのアクセスを集めたと
いうことである。紙媒体の少数部数の出版だけではこ
のような広範な読者は得られなかったであろうし、研
究の現場に成果を還元するという倫理的な要請に応え
ることにもつながっている（27）。
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（2）�Ubiquity�Press社
 Ubiquity Press社（28）は、2012年にUCLの研究者を中
心に立ち上げられた。単行書、学術論文だけでなくデ
ータやソフトウェアまで、研究成果をなるべく広く流
通させ、インパクトを高めるためのOA出版を目指し
ている。コストは公開されており、それにもとづいて
設定されている BPC は 4,480 ポンド（10 万ワード）で
ある（29）。また、Ubiquity Press社は、米国のカリフォル
ニア大学出版局とともに、LUMINOS（30）という、単行
書の出版を図書館が共同で助成するプログラムを運営
している。その他、ラテンアメリカ、スリランカ等の出
版母体に対して出版プラットフォームをホストするな
ど途上国への貢献も意識している（31）（32）。

3.4.　図書館の共同出資によるOA化
 Knowledge Unlatched（KU）（33）は、すでに刊行され
ている単行書のOA化を図書館の共同出資によって
実現する取り組みである。英国で2012年に組織され、
2013年から2014年にパイロットプログラムを実施し、
2015年から2016年にかけ、2回の共同出資を成立させ
ている。
 KUの共同出資の仕組みを簡略化して説明する。ま
ず、プログラムに参加した出版社は、自社がすでに出
版している図書の中から候補となるタイトルを選定
し、BPCを提示する。KUに賛同する図書館の図書館
員から成る選書委員会がさらにそこから優先的にOA
とすべきタイトルを選び、KUが出資金額を算出する。
そのタイトルリストと1館あたりの出資金額を見てプ
ログラムへの参加を決めた図書館は、KUに出資する。
十分な数の図書館が参加を表明すれば共同出資が成立
する。KUが集めた出資金を各出版社に支払えば、リス
トに載っていたタイトルがOAとなる。OAとなった
タイトルは、OAPEN Library（34）やHathiTrust Digital 
Library（35）にもアーカイブされる。KUに出資するのは
一部の図書館であるが、OAとなった図書はもちろん
すべての人が閲覧できる。
 2016年に行われた共同出資には21か国、269の図書
館が参加し、54社の343タイトルがOAとなった。2017
年の共同出資の募集は5月に始まり、343タイトルに対
して1館あたり1万547ドルの出資金額が提示されて
いる。つまり、1タイトルあたり約30ドルということ
になる。最近は、図書館だけでなく読者から直接出資
を募ったり、また単行書だけでなく雑誌にも共同出資
の対象を拡げたりしている。

4.　OA単行書の流通と保存
 単行書をOA化する取り組みと並行して、出版され
た単行書のメタデータなどの情報を流通させてアクセ

シビリティを高めたり、本文を検索可能としたり、保
存したりする取り組みも進められている。
 OAPEN（36）は、査読付きで学術的に質の保証された
出版物の流通促進や、図書のOA化を推進する財団で
ある。オランダのアムステルダム大学出版局、ライデン
大学、オランダ王立図書館（KB）などが共同で設立し
た。2010年にはいち早く人文・社会科学分野の単行書
のOAのビジネスモデルについて調査報告書（37）を発表
するなど、OAを普及するため精力的に活動している。
 OAPENは、単行書のOAにおいて2つの重要なプラッ
トフォームを提供している。1つは、査読付きのOAの
単行書の検索サービスであり、フルテキストのリポジ
トリであるOAPEN Libraryである。OAPEN Library
は、ERCの研究助成制度HORIZON2020で助成を受け
た出版物の登録先としても認められている。もう1つ
のプラットフォームは、DOABである。DOABは、OA
の単行書の検索サービスであり、2017年7月現在、223
の出版社から8,520タイトルの図書が登録されている。
 いずれのプラットフォームでも、登録する単行書の
質の保証に重きが置かれている。出版社から単行書
の情報提供を受ける際は、Open Access Scholarly 
Publishers Association（OASPA）（38）のガイドラインに
則って査読プロセスがチェックされる。各出版社の査
読プロセスは、OAPENのウェブサイトから参照でき
るようになっている。
 OAPENは、OAの単行書の情報流通にとって欠かせ
ない存在といえる。学術的に質の高い単行書の情報を
提供するための選別を実施し、メタデータを集約して
図書館にとって扱いやすい形式で提供し、フルテキス
トを保存するところまで、包括的なサービスを提供し
ている。このようなサービスは他にないため、欧州以
外からも多くの出版社が参加している。
 その他、OA単行書の流通を促進する取り組みとして、
Open Access in the European Research Area through 
Scholarly Communication （OPERAS）（39）のプロジェクト
の一つであるHigh Integration of Research Monographs 
in the European Open Science （HIRMEOS）（40）があげ
られる。HIRMEOSは、欧州におけるオープンサイエン
ス推進の流れの中で学術論文の情報流通やアーカイ
ブ等を促進するために培われた標準技術やプラット
フォームを、単行書にも適用しようとする取り組みで
ある。具体的には、ORCIDやDOIといった識別子や、
COUNTER（CA1512参照）などの利用統計の仕組みを
単行書の流通促進にも応用するサービスで、OAPEN 
Library、Ubiquity Press社などが参画している。
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5.　おわりに
 以上のように、欧州では単行書のOAに向けてさま
ざまな取り組みがなされている。各ビジネスモデルの
持続可能性や単行書のインパクトを本当に向上できた
かどうかなどの効果を検証するにはまだ数年を要する
かもしれない。それでもなお、今後日本において日本
発の単行書のOAを進めるとなれば、欧州の事例は参
考になるであろう。
 日本では、現状では単行書のOAを進めるインセン
ティブが小さく、喫緊の課題として取り組む機運はそ
れほど高まっていない。学位論文のインターネット公
開については義務化されている（E1418参照）ものの、
研究助成機関や政府は、論文を含めた研究成果のOA
化に関しては推奨するにとどまっている。また、一般
的に日本語の学術書の読者は日本以外の国ではそれほ
ど多くないという誤解がありそうである。
 しかしながら、日本の図書館ができることはないで
あろうか。研究成果を発表したい著者や、成果を自由
に読みたい世界中の読者（41）、優れた書を世に送り出し
たい出版社の声（42）に耳を傾け、図書館が単行書のさら
なる流通に貢献できることを考えてもよい時期が来て
いるのではないか。欧米の図書館による共同出資型の
OA事業の恩恵にあずかるばかりで、日本の図書館は
何もしないでよいのだろうか。
 一般市民や海外の研究者を含めた多様な読者や、研
究成果を広めたい著者や大学・研究機関からのニーズ
に応え、図書館が単行書の出版の変革を牽引してくれ
ることを期待したい。
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